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１．事業概要
（１）事業の目的

かわばた おおいわがわ

【位置図】【広域図】

図1-1 広域図 図1-2 位置図 出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
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日本海沿岸東北自動車道 荒川胎内IC～鶴岡JCT 延長87km
あらかわたいない つるおか

国道7号 朝日温海道路 延長40.8km
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当事業は、

○災害時における広域的な緊急物資輸送のリダンダンシーの確保

○救急医療施設への搬送時間の短縮

○安定的な物流ルートの確保に資する道路ネットワークの強化 など

を目的として、国道7号の新潟県村上市川端～山形県鶴岡市大岩川（延長40.8km）において、自動車専用道路

の整備を行うものである。
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（注）整備中のトンネルや橋梁、ＩＣの名称は全て仮称



１．事業概要
（２）計画の概要

○ 事業名：国道7号 朝日温海道路       

○ 延長 ：40.8km

○ 起終点：(起)新潟県村上市川端

 (終)山形県鶴岡市大岩川

○ 都市計画決定：平成24年度

かわばた

おおいわがわ

○ 事業化：平成25年度

○ 完成車線数：2車線

○ 道路区分：第1種第3級 設計速度80km/h

○ 全体事業費 ：約2,380億円（前回評価時点）

○ 令和6年度末までの投資額：約1,221億円（進捗率51％）

あ さ ひ あ つ み

【標準横断図：完成時】

図1-3 事業区間位置図および縦断イメージ図

図1-4 標準横断図

－2－

※延長100m以上の大規模構造物のみ記載
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【位置図】

（注）整備中のトンネルや橋梁、ＩＣの名称は全て仮称

【計画縦断イメージ】



年度 主な経緯

平成24年度
山形県区間 都市計画決定（平成24年12月）
新潟県区間 都市計画決定（平成25年1月）

平成25年度 事業化

平成27年度 用地着手

平成28年度 工事着手

平成29年度 事業再評価

令和4年度 事業再評価

全体 執行済額 進捗率 残事業費

事業費 約2,380億円 約1,221億円 51％ 約1,159億円

うち用地費
・補償費

約94億円 約78億円 82％ 約16億円

２．現在に至る経緯
（１）事業の経緯 （２）事業の進捗状況（事業費見直し前）

（３）今後の事業展開

※表示桁数の関係で一致しないことがある

令和6年度末、金額は税込み

○用地取得、埋蔵文化財調査、道路設計、トンネル工事、改良工事を推進し、早期開通を目指して整備を
進める。

国道7号 朝日温海道路 延長40.8km

朝日まほろばIC～新潟・山形県境
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図2-1 位置図 －3－

写真
写真2-1 4号トンネル貫通状況

（R5.12 撮影）

至 新潟市

至 酒田市
（注）整備中のトンネルや橋梁、ＩＣの名称は全て仮称



①トンネル支保パターンの変更、補助工法の追加【+328億円】

○当初計画では、平成20年度に実施した地表踏査や既往文献調査により、岩質を想定していた。

○令和4年度再評価後に掘削を終え貫通したトンネル（4号・9号・小岩川第2）及び、現在掘削中のトンネル（2号・11号・
鼠ヶ関）について、地山状況が想定より悪かったことを受け、支保パターン・補助工法の見直しを行ったことから、
実績に基づき工法を変更する。

○また、現時点において未着手のトンネル（早田・小岩川第1）について、現地ボーリング調査の結果、脆弱な地山が
確認されたため、近隣トンネルの施工実績を踏まえつつ、支保パターンと補助工法について設計の見直しを行う。

３．事業内容の変更

（１）事業費の見直し

－4－

表3-1 見直しが必要なトンネル

写真3-1 膨張性地山（鼠ヶ関泥岩）の出現

地山が膨張し、
支保工が押され沈下発生
（最大沈下量475mm)

鼠ヶ関トンネル

図3-1 トンネルの位置図

（注）整備中のトンネルや橋梁、ＩＣの名称は全て仮称



３．事業内容の変更

○4号トンネルは、令和3年度より掘削に着手し、令和5年12月に貫通した。
○前回再評価以降に掘削した区間について、当初想定よりも脆弱な地山であったことから、支保パターンと補助工法を見直し、
トンネル天端の安定対策を追加する。

■概成済トンネルの計画変更事例（4号トンネル）

－5－

【今 回】

【前回評価】

：前回評価
：今回（変更実績） 天端安定対策

注入式フォアポーリング
L=3000mm

図3-2 4号トンネルの対策工

覆工コンクリート
L=400mm

ロックボルト
L=6000mm

インバートコンクリート
t=５00mm 支保工

の変更
鋼アーチ支保工H200

４号トンネル延長１,185m(R3.8掘削着手）

(前回再評価迄に掘削済 約456m)
渓床堆積層
崖錐堆積層
大須戸層 泥岩
明神岩安山岩類
凝灰角礫岩
安山岩溶岩－自破砕溶岩
安山岩質火砕岩

支保パターン
凡例 ：ＣⅡ ：ＤⅠ ：ＤⅡ ：ＤⅢ

←良好 脆弱→

至 

新
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市
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市

掘削方向

写真3-3
注入式長尺鋼管フォアポーリングの施工状況

吹付けコンクリート
L=250mm

支保工の変更

（変更前H150)

（変更前L=200)

（注）トンネル名称は仮称

写真3-2
脆弱な地山状況



３．事業内容の変更

○前回再評価時は、現地ボーリング調査に基づく詳細設計において、当初計画では想定していなかった脆弱な地山が確認された
ため、支保パターンの見直しと補助工法を追加した他、掘削時にトンネル断面に変状が発生したことから対策工を追加した。

○今回、引き続き慎重にトンネル掘削を進めていたところ、脆弱な地山区間が想定以上に長く続くことが判明したため、支保
パターンの見直しと補助工法を追加する。また、新たなトンネル断面の変状も発生したことから対策工を追加する。

図3-3 鼠ヶ関トンネルの対策工

：通常のDⅡ断面
：今回（変更計画）

【前回評価】

【今 回】

支保パターン
凡例 ：ＣⅡ ：ＤⅠ ：ＤⅡ ：ＤⅢ

脆弱→←良好

鼠ヶ関層 泥岩

鼠ヶ関層 変質泥岩

貫入岩 粗粒玄武岩

DⅢ DⅠ CⅡ DⅡ DⅠ DⅢDⅠ
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鏡補強ボルト・鏡吹付コンクリート
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写真3-4 トンネル断面変状箇所の対策実施状況

鋼製支保工

インバートストラット

変質泥岩層

写真3-5 トンネル切羽の状況

鼠ヶ関トンネル延長１,２４２m
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■掘削中トンネルの計画変更事例（鼠ヶ関トンネル）

SLSL

CL天端安定対策

変位抑制対策

鏡面安定対策

脚部安定対策

インバートストラット

インバート吹付t=250mm

ロックボルト
L=6000mm

覆工コンクリート
t=450mm

吹付けコンクリート
t=250mm

補強ボルト
L=6000mm

鏡吹付コンクリート
t=50mm

鏡補強ボルト

脚部補強工
L=3500mm

インバートコンクリート t=550mm

（注）トンネル名称は仮称



３．事業内容の変更

○当初計画では、平成20年度に実施した地表踏査や既往文献調査により、地山等級区分を想定していた。
○現地ボーリング調査の結果、脆弱な地山が確認されたため、近隣トンネルの施工実績を踏まえつつ支保パターンと補助工法に

ついて設計の見直しを行う。
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図3-4 補助工法のイメージ

天端安定対策

変位抑制対策

鏡面安定対策

：当初計画
：今回（変更計画）

インバート吹付
t=250mm

ロックボルト
L=6000mm

覆工コンクリート
t=450mm

吹付けコンクリート(瞬結)
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■未着手トンネルの計画変更事例（早田トンネル・小岩川第１トンネル）

写真3-6 インバート吹付の施工例 写真3-7 鏡吹付コンクリート、
鏡補強ボルトの施工例
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（注）トンネル名称は仮称



３．事業内容の変更
②地すべり対策工の追加【+23億円】

○2号トンネル（蒲萄地区） 及び4号トンネル（間垣地区）の施工に際し、詳細な地質調査を行ったところ、2号トンネルでは
地すべり面がトンネルに近接していることが判明し、4号トンネルでは施工ヤード範囲に地すべり面を確認したため、トン
ネル掘削に先立って地すべり対策を行う必要が生じた。

写真3-8 蒲萄地区 写真3-9 間垣地区の抑止杭工

－8－

図3-5 地すべり対策の位置図

（注）整備中のトンネルや橋梁、ＩＣの名称は全て仮称



３．事業内容の変更

■蒲萄地区の地すべり対策事例

○2号トンネル直上に位置する蒲萄地区の地すべり防止区域について、当初は滑動の兆候は見られず、地すべり面との離隔も確保できて
いると想定していたことから、地すべり対策工は不要としていた。

○2号トンネル掘削に際し詳細な地質調査を行った結果、地すべり面がトンネルに近接していることが判明したため、2号トンネルへの影響
を考慮し、地すべり対策として、抑止杭・排土・押え盛土を追加する。

－9－
図3-8 蒲萄地すべりの対策工 対策概要図

トンネル
トンネル掘削に
よる緩み範囲

排土
地すべり頭部の土を排除
し、荷重を減らす対策

押え盛土
末端部に土を盛り、地す
べりに抵抗させる対策

抑止杭
地すべり面の下まで
杭を打ち、地すべりに
抵抗させる対策

地すべり面

Aブロック

A-1
ブロック

A-２
ブロックB-1

ブロック
排土

押え盛土

抑止杭工事用道路

至 

酒
田
市

至 

新
潟
市

図3-6 蒲萄地すべり対策 縦断図

図3-7 地すべり対策の概要（側面図）

ぶどう

蒲萄地区

（注）トンネル名称は仮称



３．事業内容の変更
③トンネル避難坑の追加【+154億円】

○トンネル非常用施設設置基準の改訂（R元年9月）により、トンネル設備の設置要件が見直されたことを受け、本事業のトンネル設備に
 ついて再検討を行った結果、2～7号トンネルに避難坑及び避難連絡坑を追加する必要が生じた。

○なお、既に工事着手している2号トンネル及び4号トンネルについては避難坑の設置を見据えて施工している。

図3-9 トンネル避難坑設置予定箇所

ロックボルト
吹付けｺﾝｸﾘｰﾄ
覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ

床版ｺﾝｸﾘｰﾄ 中央排水工

４.７ｍ 1.25ｍ

表3-2 トンネル避難坑設置箇所

写真3-11 避難坑設置例

図3-10 避難坑標準断面図

－10－

"△必要に応じて設置"について、以下の条件においては設置が必要と考えてよい。
③避難通路
高速自動車国道および自動車専用道路で、延長や交通量が以下の条件のいずれかに該当する
トンネルの場合。
・一定程度以上（750m以上）の延長を有し、トンネル１本当たりの交通量がとくに多い
（10,000台/日以上）のトンネル
・延長が長く（3,000m以上）、トンネル１本当たりの交通量が多い（4,000台/日以上）トンネル

『道路トンネル非常用施設設置基準・同解説（令和元年9月）』

図3-11 避難連絡坑のイメージ図

本坑 避難坑

写真3-10 避難坑設置例

（注）整備中のトンネルや橋梁、ＩＣの名称は全て仮称



３．事業内容の変更

－11－

④盛土部に使用する土砂の土質改良の追加【+9億円】

写真3-12 掘削状況
（第４種建設発生土相当）

写真3-13 土質改良状況

表3-4 各地区の改良必要量

図3-12 主な掘削箇所

鼠ヶ関
地区

早田前沢
地区

合計

改良必要量 3.9万m3 10.5万m3 14.4万m3

○新潟・山形県境～あつみ温泉IC間の掘削発生土は、全て無処理で盛土材に流用することで計画していたが、鼠ヶ関地区および
早田前沢地区における掘削土について、土質試験の結果、盛土材にはそのまま流用不可能な土質であることが判明したこと
から、土質改良を追加する。

表3-3 掘削発生土の土質試験結果

試料名 試験項目 試験値
盛土材

としての評価

試料１
コーン指数 207 kN/m2

不適切
「第４種建設発生土」相当となり

無処理での使用不可

含水比 41.6 %

試料２
コーン指数 167 kN/m2

含水比 40.7 %

試料３
コーン指数 179 kN/m2

含水比 41.3 %

【第3種建設発生土】
通常の施工が確保される粘性土及びこれに準拠するもの
〇コーン指数qc＝400kN/m2以上
〇土質材料の工学的分類 含水比40％程度以下

【第4種建設発生土】
第3種建設発生土を除く粘性土及びこれに準ずるもの
〇コーン指数qc＝200kN/m2以上
〇土質材料の工学的分類 含水比40～80％程度

至 

新
潟
市

至 

酒
田
市

（注）整備中のトンネルや橋梁、ＩＣの名称は全て仮称



３．事業内容の変更

⑤労務単価・材料単価の上昇 【+211億円】

○物価上昇に伴い、必要となる事業費も増加している。
○今後も労務単価や材料単価等の上昇が継続した場合、更なる事業費増が見込まれる。

－12－

山形県側新潟県側

R5年度 R6年度 R7年度以降 合計

労務費 2.5億円 4.8億円 96.7億円 104.0億円

資機材費 6.8億円 7.3億円 47.5億円 61.6億円

合 計 9.3億円 12.1億円 144.2億円 165.6億円

計算方法

○工種毎に、労務費・資機材費の割合を算出。
○各年度の事業費及び令和7年度以降の事業費に伸び率を乗じ、物価上昇に事業費増分を算出。

R5年度 R6年度 R7年度以降 合計

労務費 0.7億円 1.7億円 23.2億円 25.6億円

資機材費 1.0億円 2.0億円 16.3億円 19.3億円

合 計 1.7億円 3.7億円 39.5億円 44.9億円



３．事業内容の変更

【コスト縮減】橋梁構造からボックス構造への見直し【-5億円】

○当初計画では、インターチェンジへのアクセス道路等との交差部は、近接する道路や河川を考慮して橋梁構造として計画して
いた。

○切土やトンネル掘削で発生する発生土量と盛土量のバランスも考慮し、アクセス道路以外の道路や河川の影響が小さい4橋に
ついて、ボックス構造への見直しを行い、約5億円のコスト縮減となった。

【市道朝日まほろば線交差部の例】

写真3-14 市道朝日まほろば線ボックス

表3-5 縮減額の内訳

－13－

縮減額

市道朝日まほろば線 0.9 億円

大須戸IC 1.2 億円

北中IC 1.5 億円

勝木IC 1.4 億円

合 計 5.0 億円

（注）整備中ＩＣ名称は全て仮称
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４．事業の投資効果

出典：整備なし(プローブデータ(R6.10))
  整備あり(R22将来交通量推計値)

【走行時間の短縮】

約19分(-36%)
の短縮

年間約54件
(-70%)の削減

出典：R22将来交通量推計値

図4-2 走行時間の短縮

図4-4 死傷事故件数の減少

【渋滞損失時間の削減】

図4-3 渋滞損失時間の削減
出典：整備なし(プローブデータ(R6.10))

整備あり(R22将来交通量推計値)

年間約34万人・時間
(-97%)の削減

（万人・時間/年）（分）

（１）便益に係る整備効果

①走行時間の短縮、②交通事故の減少

－14－

写真4-1 事故による全面通行止め（村上市長坂 R6.9.20）
ながさか

○朝日温海道路の整備により、円滑な走行環境が確保され、事業区間の走行時間が約19分短縮、渋滞損失時間は
年間約34万人・時間の削減効果が見込まれる。

○朝日温海道路の整備により、死傷事故率の低い自動車専用道路が利用されることで、年間約54件の死傷事故件数の
減少が見込まれ、安全性向上が期待される。

交通管理者の声
●朝日温海道路の整備により、幅員が広く

なるため、ドライバーの安全性の向上が
期待されます。
また、所要時間が短縮されるため、事故
処理等の効率化が期待できます。
早期の完成をお願いします。

出典：村上警察署ヒアリング結果(R7.8)

【死傷事故件数の減少】
（件/年）国道7号 朝日温海道路 延長40.8km(

起)

新
潟
県
村
上
市
川
端

お
お
い
わ
が
わ

新潟県
村上市

山形県
鶴岡市

か
わ
ば
た

朝日
まほろばIC 大須戸IC

大須戸第二IC
北中IC

勝木IC

府屋IC 鼠ヶ関IC あつみ
温泉IC

至 
酒
田
市

至 

新
潟
市

日本海

（
終)

山
形
県
鶴
岡
市

 

大
岩
川

がつぎ

ふや ねずがせき

きたなか

おおすど
おおすど

あさひ あつみ

写真

至 新潟市

至 鶴岡市

朝日まほろばIC～新潟・山形県境 延長34.1km 新潟・山形県境～
あつみ温泉IC
延長6.7km

図4-1 朝日温海道路の国道7号の位置関係
（注）整備中のトンネルや橋梁、ＩＣの名称は全て仮称
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写真4-2 大雨による護岸崩壊

（村上市上大鳥 R4.8.4）

①現道区間の課題回避によるリダンダンシーの確保

４．事業の投資効果

国道７号 朝日温海道路 延長40.8km

朝日まほろばIC～新潟・山形県境 延長34.1km

（
起
）新
潟
県
村
上
市
川
端

（
終
）山
形
県
鶴
岡
市
大
岩
川

新潟・山形県境～
あつみ温泉IC
延長6.7km

新潟県
村上市 山形県

鶴岡市

朝日
まほろばIC

あつみ
温泉IC

至 

酒
田
市

至 

新
潟
市

日本海

事前通行規制区間（規制基準：連続雨量150mm）
L=6.2km

L=4.3km

事前通行規制区間
（規制基準：連続雨量210mm）

L=6.2km（蒲萄）

L=5.8km

（下大鳥）

写真4-2

お
お
い
わ
が
わ

か
わ
ば
た

L=2.4km
大型車通行規制区間

あさひ あつみ

かみおおとり

（年）

しもおおとりぶどう

図4-5 国道7号の通行規制区間

○並行する国道7号の一部区間は、雨量に伴う事前通行規制及び冬季における予防的通行規制区間に指定されている。
また、海岸部は越波による交通障害発生の可能性がある等、通行止めのリスクが高い。

○令和4年8月に発生した豪雨では、国道7号および周辺道路で通行止めが発生しており、酒田市方面への移動に磐越道へ
広域迂回が必要となるなど、地域間ネットワークの分断が発生した。

○当該事業の整備により、迂回のリスクが解消されることで、地域防災力の向上が期待される。

（２）その他の効果

－15－

救急隊員の声
●朝日温海道路が整備されることにより、土砂災害時や大規

模災害時における代替ルートの確保が可能となり、孤立地域
の解消に繋がります。

●朝日温海道路は「暮らしを守る道」として、消防本部にとっ
ても命を守る大切なインフラです。今後の整備推進を強く
期待しています。

出典：村上市消防本部ヒアリング結果(R7.8)

L=15.3km

予防的通行規制区間
（規制基準：集中的な大雪時）

至 新潟市

至 酒田市

平均 12.5件/年

図4-6 国道7号の交通規制回数および規制時間
※回数は通行止と片側交通規制の合計

※事業区間起終点に並行する現道で集計

（過去10カ年） 交通規制時間 うち通行止

延べ規制時間 264.7 （h） 83.1（h）

平均規制時間 2.1（h） 1.9 （h）

最大規制時間 19.0 （h） 15.8 （h）

至 酒田市

至 新潟市

写真4-3 大雪による予防的通行止め

（村上市上大鳥 R7.1.9）

写真4-3

かみおおとり

事前通行規制区間（規制基準：連続雨量150mm）
特殊通行規制区間（規制基準：波浪・落石）特殊通行規制区間（規制基準：波浪・落石）

L=5.5km

（注）整備中のトンネルや橋梁、ＩＣの名称は全て仮称
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○令和6年の国道7号を利用した救急搬送件数は679件であり、増加傾向となっている。

○朝日温海道路に並行する国道7号現道は急カーブ区間が多く、搬送時には振動などへの配慮が求められる。また、村上総合
病院は令和7年3月に院内での分娩が休止となり、村上市外への移動が今後必要な状況である。

○朝日温海道路の整備により、現道の急カーブ区間等の改善が図られることで、救急搬送時間の短縮や走行環境の改善が図ら
れる。

村上市保健医療課の声
●村上総合病院での分娩休止により、市民からは

遠方への移動が不安であるとの声を聞いています。
●朝日温海道路の整備により、妊婦の方が感じる分娩

への不安が少しでも軽減されることを願っています。
早期の整備を期待します。

出典：村上市保健医療課ヒアリング結果(R7.8)

国道７号 朝日温海道路 延長40.8km

朝日まほろばIC～新潟・山形県境 延長34.1km

（
起
）新
潟
県
村
上
市
川
端

（
終
）山
形
県
鶴
岡
市

大
岩
川

新潟・山形県境～
あつみ温泉IC
延長6.7km

新潟県
村上市

山形県
鶴岡市

朝日
まほろばIC

あつみ
温泉IC
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あさひ あつみ

図4-7 並行する国道7号現道の曲線半径

図4-8 国道７号を利用した救急搬送実績

出典：村上消防本部提供資料

図4-9 村上市北部からの搬送イメージ

国
道
７
号
朝
日
温
海
道
路

県立新発田病院

村上市
北部

新潟山形県境から
県立新発田病院まで

約80km

村上総合病院

※位置図は地理院地図をもとに作成

※1：事業区間周辺で発生した救急事案を合算した件数
※2：村上消防本部は、村上市・関川村・粟島浦村を管轄
※3：管外の病院への搬送件数は、庄内地区を抽出した件数



図4-10 東北地方と新潟東港間を移動する貨物車両が利用する路線
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③安定的な物流ルートの確保

４．事業の投資効果
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図4-11 新潟港からの貨物輸送先
出典：令和5年度全国輸出入コンテナ貨物流動調査

※北陸地方からは新潟県を除いている

出典：商用車プローブデータ（R6.10)
※国道7号は、事業区間の並行区間を利用した場合のみカウント

山形県・秋田県計：1,975t

単位：t

図4-12 朝日温海道路整備により期待される効果

出典：物流事業者（国道7号新潟山形県境利用企業）アンケート（R7.7)
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歩行者や自転車利用者がいないので安全に走行できる

急カーブや急な坂道がなくトンネル区間もあるため、

冬期でも安全に走行できる

急カーブや急な坂道がなく、安全に走行できる

信号待ちや渋滞の機会が少なくなる

その他

無回答 N=96

国
道
７
号
朝
日
温
海
道
路

国道113号：6%
※主に宮城県、山形県

新潟県

秋田県

宮城県

福島県

国道49号、磐越自動車道：31%
※主に福島県

○国道7号は、主に山形県・秋田県と新潟港間を移動する貨物車両の多くが利用しており、物流を支える重要な路線である。
また、新潟港からの貨物輸送先の主要地域は、東北地方である。

○新潟山形県境を利用する物流事業者からのアンケートでは、整備により走行時間の短縮が期待されている。

○朝日温海道路の整備により、安定的な物流ルートが確保されることで走行時間の短縮等が期待される。

山形県

国道7号：63%
※主に山形県・秋田県



４．事業の投資効果

朝日
まほろばIC

大須戸IC

大須戸
第二IC

北中IC

勝木IC 府屋IC 鼠ヶ関IC あつみ
温泉IC

至 

酒
田
市

至 

新
潟
市

村上市街地

しゃりん
（約239千人）

●
笹川流れ遊覧船

出典：新潟県観光入込客数統計、山形県観光数調査

瀬波温泉
（約276千人）

あつみ温泉
（約240千人）

笹川流れ夕日会館
 （約78千人）

笹川流れ(海岸景勝地)

がつぎ ふや ねずがせき

きたなか

おお す ど

おお す ど

事業中区間

凡 例

供用済区間

村上大祭
（約62千人）

写真提供）村上市観光協会

朝日みどりの里
（約153千人）

さんぽく生業の里●

図4-13 事業区間周辺の主要観光地

○事業区間周辺は瀬波温泉(村上市)やあつみ温泉(鶴岡市)等、豊富な観光地を有する地域である。

○新潟県村上市では、朝日温海道路の開通を見据え、道の駅朝日「みどりの里」を新潟と東北を結ぶゲートウェイの役割を
担う道の駅へのリニューアルを進めている。

○山形県鶴岡市では、地域の価値向上を目的に、道の駅あつみ「しゃりん」の移転整備が進められている。

○朝日温海道路の整備により、観光客の移動円滑化等が実現することで、観光振興への寄与が期待される。
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※（ ）はR5年度の観光入込客数
※整備中のトンネルや橋梁、ＩＣの名称は全て仮称

村上市観光課の声
●令和4年8月豪雨の影響で、現在も通行止めの市道があり、周
遊機能が低下しています。このため、国道7号は市にとって
非常に重要な路線です。

●朝日温海道路の整備により、東北地方とのつながりの強化に
よる観光交流人口の増加により、経済成長が期待されます。

出典：村上市観光課(R7.8)

図4-14 道の駅朝日「みどりの里」の整備イメージ
出典：道の駅「朝日」リニューアルに関するイメージ動画  

（村上市、R5.8)

④観光振興の支援

移転整備予定

図4-15 道の駅あつみ「しゃりん」の整備イメージ
出典：道の駅あつみ移転整備事業基本設計概要（鶴岡市、R7.3)



４．事業の投資効果

－19－

⑤時間信頼性の向上〔日沿道一体〕

○日本海沿岸東北自動車道路(荒川胎内IC～鶴岡JCT間) では所要時間のばらつきが小さくなり、時間信頼性が向上することで、
50年間現在価値換算すると約49億円の効果が期待される。

※「整備前」と「整備後」での
50年間現在価値換算削減額

図4-17 時間信頼性向上便益の概念図

図4-18 時間信頼性向上便益試算結果

図4-16 位置図

●整備前 ●整備後

走行時間短縮便益
時間信頼性向上便益
※ここで算出対象とする便益

総余裕時間費用
（億円/年）

③
時間信頼性
向上効果
（億円/年）
①―②

④
時間信頼性
向上効果

（億円/50年）
①

整備前
②

整備後

日本海沿岸
東北自動車道

1,496 1,492 4 49

「時間信頼性向上便益算定マニュアル
（案）」に基づき、

50年間現在価値換算※した結果、

約49億円の効果が見込まれる。

平均所要時間

時間の
ばらつき

（標準偏差）

平均所要時間

時間の
ばらつき

（標準偏差）

所要時間所要時間

出
現
率

出
現
率



４．事業の投資効果

○日本海沿岸東北自動車道路(荒川胎内IC～鶴岡JCT間) では、時間効率化を通して便益エリア全体において CO２ 排出量を年間
約32,000トン削減することが期待され、便益換算をすると約11億円相当の効果が期待できる。
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⑥カーボンニュートラル実現への貢献〔日沿道一体〕

9,825

9,793

9,750

9,770

9,790

9,810

9,830

9,850

整備なし 整備あり

図4-20 便益算定エリアにおけるCO２排出量の変化

約32千トン/年
減少

CO2排出量
（t-CO2/年）

③
削減量

（t-CO2/年）
①―②

④
貨幣換算
（万円/年）

⑤
現在価値
換算

（億円/50年）
①

整備前
②

整備後

日本海沿岸
東北自動車道

9,824,953 9,793,096 31,856 9,206 11.01

CO2の削減による環境への効果を「客観的
評価指標の定量的評価指標の算出方法
（案）」に基づき便益換算した結果、

約11億円の効果が見込まれる。

CO2の1t当たりの削減価値は
2,890円※であり、

約9,206万円/年
の効果が年間見込まれる。

※「公共事業評価の費用分析に関する技術指針（共通
編）R6.9」の炭素換算トンあたりCO2の貨幣評価原単位
10,600円/t-Cより算定
（10,600円/t-C×0.273（換算係数）=2,890円/t-CO2）

出典：R22交通量推計
   に基づき算出

図4-21 温室効果ガス低減便益試算結果図4-19 位置図

千t-CO2/年

出典：R22交通量推計に基づき算出



５．広域ネットワークでの費用便益分析

開通済区間
L=20.4km

（荒川胎内IC ～ 朝日まほろばIC）

再評価区間
L=40.8km
（朝日温海道路）

開通済区間
L=25.8km

（あつみ温泉IC ～ 鶴岡JCT）

B/C
事業全体
（残事業）

EIRR
事業全体
（残事業）

一体評価区間 ○ ○ ○
0.9

（1.4）
3.7％

（5.5％）

再評価区間
（朝日温海道路）

○
0.7

（1.4）
2.7％

（5.5％）

○印は「事業を実施する場合」と「事業を実施しない場合」の比較対象
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６．費用対効果

事業名 日本海沿岸東北自動車道

起終点
起点：新潟県村上市南新保

終点：山形県鶴岡市大山前田面
延長 約87km

計画交通量 3,000～17,800 台/日

費用対効果
 分析結果

B/C 総費用 （残事業）/（全体事業） 総便益 （残事業）/（全体事業） 基準年度

（事業全体） 0.9
参考〔2%〕1.3 〔1%〕1.6

（残事業） 1.4
参考〔2%〕2.1 〔1%〕2.6

事 業 費：
維持管理費：
更 新 費： 

1,524/7,625 億円

 1,292/6,523 億円    
232/1,062 億円
0/   40 億円

 走行時間短縮便益：
 走行経費減少便益：
 交通事故減少便益：

2,091/7,163 億円

1,750/5,749 億円
270/1,073 億円

   70/  341 億円

令和7年度

感度分析の結果

（事業全体） 交通量：
事業費：
事業期間：

(-10%～+10%) B/C=0.9～1.02
(+10%～-10%) B/C=0.9～0.96
(+20%～-20%) B/C=0.9～0.97

（残事業） 交通量：
事業費：
事業期間：

(-10%～+10%) B/C=1.2～1.5
(+10%～-10%) B/C=1.3～1.5
(+20%～-20%) B/C=1.3～1.5

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価格を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内容と一致しないことがある。 
※費用及び便益額は、10以上：整数止め、1.0より大きく10未満：小数点1桁止め、1.0以下：小数点2桁止め とする。 
※費用対効果分析結果及び感度分析の結果は原則小数点1桁止め。ただし、四捨五入で1.0となる場合は、小数点2桁止め。

みなみしんぼ

お お や ま ま え だ め ん
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７．事業の必要性、進捗の見込み等

【事業を巡る社会経済情勢等の変化】

○前回事業再評価時以降、需要の見込みや地元情勢など社会情勢に大きな変化は無い。

【事業の投資効果】

○「走行時間の短縮」「交通事故の減少」「現道区間の課題回避によるリダンダンシーの確保」「救急医療
の支援」「安定的な物流ルートの確保」「観光振興の支援」などの効果が発揮される。

【事業の進捗状況】

○ 事業の進捗状況：用地進捗率80％、事業進捗率39％（令和6年度末）
○ 残事業の内容：用地取得、埋蔵文化財調査、道路設計、改良工事

事業の必要性等に関する視点

・用地取得、埋蔵文化財調査、道路設計、改良工事を推進し、早期完成2車線開通を目指して整備を進める。

事業の進捗の見込みの視点

・新技術の積極的な活用等により、コスト縮減を図る。

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
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７．事業の必要性、進捗の見込み等

関係する地方公共団体等の意見

－24－

・地域から頂いた主な意見等：沿線自治体首長等で構成される日本海沿岸東北自動車道建設促進 新潟・山形
県境地区期成同盟会等から整備促進の要望を受けている。

・知事の意見(新潟県)：県民の安全・安心を確保し、活力のある新潟県を創るため、事業の継続を望みます。

一般国道７号朝日温海道路は、地域経済の発展や産業振興に寄与することに加え、大規模災害時には広域救
援活動を支える道路整備として、当県にとって重要な事業と認識しております。

今後もコスト縮減に努め、着実な整備を進めるとともに、引き続き早期に事業の効果を発現できるよう部分
供用をお願いします。

併せて、当県は、厳しい財政状況のもと、公債費負担適正化計画に定めたルールに基づき、毎年度における
投資的経費を公債費の実負担で管理していることから、事業の実施に当たっては、地方負担の軽減や直轄事業
負担金の平準化などをお願いします。

・知事の意見(山形県)：「対応方針（原案）」案のとおり、「継続」で異議ありません。

朝日温海道路は、日本海沿岸東北自動車道の一部を構成し、災害時の緊急輸送路の確保、高速ネットワーク
形成による第三次救急医療施設へのアクセス性の向上、日本海側における交流・連携強化を図ることを目的と
した極めて重要な路線です。

このため、本県では、「第４次山形県総合発展計画」や「山形県道路中期計画2028（改訂版）」において、
“広域道路ネットワークとしての高規格道路整備”の重要性を盛り込み、高規格道路の整備及び機能強化を促
進することとしております。

引き続き、コスト縮減にも十分に配慮するとともに、通常予算に加え第１次国土強靱化実施中期計画などに
基づく別枠の予算を確保し、今回の大幅な増額により生じる県負担の軽減に資すべく、本事業に対し上記予算
の優先的な充当をお願いします。



８．対応方針（原案）

（理由）

・当該事業は、現時点においても、その必要性、重要性は変わっておらず、事業進捗の見込みからも、
引き続き事業を継続することが妥当であると考える。

事業継続
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再評価の重点化・効率化判定票（一般国道７号朝日温海道路）

項目

判定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない 事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない ■

前回評価からの事業費・事業期間の増加
増加無し 10%以内増加

事業費の増加 前回評価時（令和4年度）からの事業費の増加は30％（2,380億円→3,100億円） □ □

事業期間の増加
前回評価時（令和4年度）からの事業期間の延長は50％（18年→27年）
※開通見通しは未公表

□ □

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない 費用便益分析マニュアル改訂（R7.8） □

需要量の変化（需要量等の減少が10％以内） 需要量の変化：変化無し（R4：18,191,217 → R7：18,191,217） ■

周辺ネットワークで新規事業化がない 周辺ネットワークに新規事業化されたものはない ■

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に比して費用対効果分析に要する費用が大きい

・前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準値を上回っ
ている

前回評価時における感度分析の下位ケース値が1.0を下回っている。
 令和4年度評価時の感度分析の下位値
〔全体事業〕・交通量(-10%) B/C=0.9 〔残事業〕・交通量(-10%) B/C=1.4

・事業費(+10%) B/C=0.99 ・事業費(+10%) B/C=1.5
・事業期間(+20%) B/C=0.98 ・事業期間(+20%) B/C=1.6

□

前回評価で資料の作成を省略していない ■

前回評価で費用対効果分析を省略していない ■

その他の事由（重点的な評価が必要な特別な事由） なし －

以上より、審議区分 ： 重点 資料 ： 作成 費用対効果分析 ： 実施 とする。

年度： 令和7年度 事業名： 一般国道７号 朝日温海道路

担当課： 道路計画課 担当課長名： 戸部啓太朗

あ さ ひ あ つ み
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（参考）費用対効果

事業名 一般国道７号 朝日温海道路

起終点
起点：新潟県村上市川端

終点：山形県鶴岡市大岩川
延長 40.8km

事業概要
国道７号朝日温海道路は、「災害時における広域的な緊急物資輸送のリダンダンシーの確保」、

「救急医療施設への搬送時間の短縮」、「安定的な物流ルートの確保に資する道路ネットワーク
の強化」などを目的とした延長40.8kmの自動車専用道路整備事業である。

平成24年度 都市計画決定 平成25年度 事業化 平成27年度 用地着手 平成28年度 工事着手

全体事業費 約3,100億円
事業進捗率

（令和6年度末） 39％ 供用済延長 －

計画交通量 10,000～14,700 台/日

費用対効果
 分析結果

B/C 総費用 （残事業）/（全体事業） 総便益 （残事業）/（全体事業） 基準年度

（事業全体） 0.7

参考〔2%〕1.2 〔1%〕1.6

（残事業） 1.4
参考〔2%〕2.1 〔1%〕2.6

事 業 費：  
維持管理費：

1,524/3,033 億円

1,292/2,801 億円
232/  232 億円

 走行時間短縮便益：
 走行経費減少便益：
 交通事故減少便益：

2,091/2,091 億円

1,750/1,750 億円
270/  270 億円

   70/   70 億円

令和7年度

感度分析の結果

（事業全体） 交通量：
事業費：
事業期間：

(-10%～+10%) B/C=0.6～0.8
(+10%～-10%) B/C=0.7～0.7
(+20%～-20%) B/C=0.6～0.8

（残事業） 交通量：
事業費：
事業期間：

(-10%～+10%) B/C=1.2～1.5
(+10%～-10%) B/C=1.3～1.5
(+20%～-20%) B/C=1.3～1.5

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価格を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内容と一致しないことがある。 
※費用及び便益額は、10以上：整数止め、1.0より大きく10未満：小数点1桁止め、1.0以下：小数点2桁止め とする。 
※費用対効果分析結果及び感度分析の結果は原則小数点1桁止め。ただし、四捨五入で1.0となる場合は、小数点2桁止め。

か わ ば た

お お い わ が わ

－27－
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